
  

 

令和５年 11 月定例記者会見 
 
 

日 時：令和５年 11 月 14 日（火）13：30～ 

 

場 所：本学事務局３階第１会議室 

 

内 容： 

 

１． 内部鋼材のすべてにステンレス鋼を用いた高耐久 PC 構造の開発 

（環境社会基盤系 教授 下村 匠） 

（愛知製鋼株式会社） 

（日鉄 SG ワイヤ株式会社） 

（株式会社エスイー） 

 

２． ダイバーシティ研究環境実現シンポジウム 

「ビッグデータが導く革新と可能性～経済産業省が推し進める Fem Tech を 

活用することで私たちの日常はどのように変化するのか～」の開催について 

（男女共同参画推進室 副室長 髙口 僚太朗） 

 

３． 「Waffle Camp ホームタウン in 長岡」の開催について 

（男女共同参画推進室 副室長 髙口 僚太朗） 

 

４． 女児・女性への暴力撤廃のために国連の定めた国際デー（オレンジ・デー）への 

全学的取り組みについて 

（男女共同参画推進室 副室長 髙口 僚太朗） 

 

５．新たな制御技術を用いた電動運搬機の開発 

（電気電子情報系 教授 宮崎 敏昌） 

 

 

以  上 
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報道資料 

令和５年 11 月 14 日 

報道機関各位 

長岡技術科学大学 技学研究院 環境社会基盤系 教授 下村 匠 

愛知製鋼株式会社 

 日鉄 SG ワイヤ株式会社 

 株式会社エスイー 

 

内部鋼材のすべてにステンレス鋼を用いた高耐久 PC 構造の開発 

 

１．研究の背景と概要 

橋梁は鉄道、道路の交通インフラを構成する構造物で、その半数はコンクリート橋です。海からの飛来塩分

や道路凍結防止剤の散布によるコンクリート内部の鋼材の腐食は、構造物の早期の劣化につながるため、そ

の防止が重要な課題となっています。 

本研究では、コンクリート中の鋼材のすべてを耐食性の高いステンレス鋼で構成したプレストレストコンクリ

ート構造を開発しました。これまで、ステンレス鉄筋、ステンレス PC 鋼材は実用化されていましたが、PC 鋼材

の定着具*を含めすべての鋼材をステンレス鋼で構成することにはじめて成功しました。 

 この技術により、鋼材の腐食による劣化の恐れを排除したプレストレストコンクリート構造物が可能となりま

す。ステンレス鋼を使用することにより本構造物の建設費は従来よりも若干高くなることが予想されますが、供

用後に補修補強の必要がないため、維持管理費が安く抑えられ、結果として、ライフサイクルコストに優れたコ

ンクリート構造物を造ることができます。 
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２．研究の成果 

●耐荷性能は従来の PC 構造と同等であることを確認 

 

開発したステンレス鋼を用いたプレテンション PC*部材およびポストテンション PC*部材の載荷試験を行い、

普通鋼を用いた従来の PC 部材と比較しました。その結果、ステンレス鋼を用いた PC 部材の耐荷性能は従来

の PC 部材と同等であることが確認されました。したがって、従来と同じように橋梁などの構造物に使用しても、

安全性、使用性の観点からは問題ないといえます。 

●ステンレス PC 鋼材、ステンレス製 PC 定着具*の耐腐

食性は従来品よりも高いことを確認 

 ステンレス PC 鋼材およびステンレス鋼製 PC 定着具

に、実験室において塩分による厳しい腐食性作用を与

え、耐腐食性を検討しました。その結果、普通鋼を用い

た従来品よりもきわめて塩分による耐腐食性が高いこと

が確認されました。したがって、これらを用いた PC 構造

は日本海沿岸のような過酷環境においても鋼材の腐食

による劣化の恐れがないといえます。 

３．今後の展望 

 ステンレス鋼材を用いた PC 構造を橋梁に適用すると

ライフサイクルコストが低減されることを試算で確認しま

した。本技術が実構造物に適用されるためには、今後、製品化、規格・設計規準の確立、インフラ事業者への

アピールが必要と考えています。 

本研究は令和２～４年度の国土交通省「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」に採択され、本学、

金沢工業大学、愛知製鋼株式会社、日鉄 SG ワイヤ株式会社、株式会社エスイー、オリエンタル白石株式会

社の共同研究として行いました。また、「令和５年度新道路技術会議 優秀技術開発賞」を受賞しました。 

*補足：プレストレストコンクリート（PC）および PC 定着具 

プレストレストコンクリート（PC）とは鋼材に引張力を加えてコンクリートに定着させた構造で、長大コンクリー

ト橋のほとんどが PC 構造です。PC には主に工場製作のプレキャスト製品に用いられるプレテンション方式と、

現場で施工するポストテンション方式があります。本研究はどちらも対象としています。端部において PC 鋼材

を固定する定着具はポストテンション PC に用いられます。 
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報道資料 

令和５年 11 月 14 日 

報道機関各位 

 

長岡技術科学大学 男女共同参画推進室 

副室長 髙口 僚太朗 

 

ダイバーシティ研究環境実現シンポジウム 

「ビッグデータが導く革新と可能性～経済産業省が推し進める Fem Tech を活用することで 

私たちの日常はどのように変化するのか～」の開催について 

 

本学と長岡工業高等専門学校、株式会社イートラストは、2019 年度文部科学省科学技術人材育成費補助

事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(牽引型)」に選定され、今年度で５年目を迎えました。この

度、事業のこれまでの成果を報告するとともに、「ビッグデータが導く革新と可能性～経済産業省が推し進める

Femtech を活用することで私たちの日常はどのように変化するのか～」をテーマにシンポジウムを開催します。 

 

Femtech(フェムテック)とは、Female と Technology を組み合わせた造語で、女性の健康課題をテクノロジー

で解決する製品やサービスを指すものです。本シンポジウムでは、生理日管理ツール「ルナルナ」の開発・運

営を行っている「株式会社エムティーアイ」執行役員・日根麻綾氏を講師に迎えて、ビッグデータを活用したアプ

リ開発秘話や Femtech の経済効果等についてお話しいただきます。 

 

人口減少、高齢社会である地方都市の産業を維持発展させるためにも、女性をはじめ多様な人々が能力を

発揮して学び、働き、研究ができる社会が求められています。人材の活用、定着、マネジメント等の観点から、

組織が女性の健康課題にどう取り組むべきかをともに考える機会といたします。 

 

 

日 時：令和５年 11 月 29 日（水）13 時 00 分～14 時 45 分 

形 式：対面とオンラインによるハイブリッド形式 

場 所：長岡技術科学大学マルチメディアシステム棟会議室及びＺｏｏｍ 

対 象：連携・協力機関教職員、学生、関心のある一般の方 

テーマ：「ビッグデータが導く革新と可能性～経済産業省が推し進める Femtech を活用することで 

私たちの日常はどのように変化するのか～」 

講 師：株式会社エムティーアイ執行役員 日根 麻綾 氏 

後 援：新潟県、長岡市、長岡商工会議所 

 

一時保育（無料）、手話通訳もご利用いただけます。参加のお申込みや詳細はチラシをご覧ください。  
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事前申込制学生の方も歓迎FD研修会

することで私たちの日常はどのように変化するのかすることで私たちの日常はどのように変化するのか

関心がある方はどなたでも参加可
定員：オンライン500名、対面80名

対象

11.29

　　　日根  麻綾 氏
株式会社エムティーアイ 執行役員
ヘルスケア事業本部  ルナルナ事業部 事業部長

＼ 生理日管理ツールのパイオニア／
 ル　ナ　ル　ナ

開発秘話と込められた想い！

水2023.
13:00～14:45
オンラインと対面のハイブリッド開催

（12：40開場）

革新革新 可能性可能性
Fem techFem techを活用を活用

国立大学法人長岡技術科学大学　男女共同参画推進室　☎0258-47-9911　新潟県長岡市上富岡町1603-1

以下のQRコード、申込フォームURLまたは、
Eメールアドレスからお申込みください。

主催：長岡技術科学大学　共催：長岡工業高等専門学校、㈱イートラスト
後援：新潟県、長岡市、長岡商工会議所

申込方法

ビッグデータビッグデータ が導くが導く とと
経済産業省経済産業省が推し進めるが推し進める

：：

国立大学法人長岡技術科学大学
マルチメディアシステム棟 会議室

会場 Zoomによるオンライン会議 又は

問合先

申込フォーム：　　　
https://forms.gle/QKZiT7FqFUbNrqkD9
Eメール：danjo@jcom.nagaokaut.ac.jp

ダイバーシティ研究環境実現シンポジウムダイバーシティ研究環境実現シンポジウム

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

講師

日時

Female ×

　Techno
logyFemale ×

　Techno
logyFemale ×Female ×

　Techno
logy

　Techno
logy
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報道資料 

令和５年 11 月 14 日 

報道機関各位 

 

長岡技術科学大学 男女共同参画推進室 

副室長 髙口 僚太朗 

 

「Waffle Camp ホームタウン in 長岡」の開催について 

 

本学は、長岡市及び長岡工業高等専門学校との共同開催により、女子中高生対象プログラミング体験講座

「Waffle Camp ホームタウン in 長岡」を開催します。 

 

 本講座は、IT 分野における女性比率が低いなどのジェンダーギャップの解消も視野に入れ、女子中高生に

IT の楽しさを体験してもらうことにより、IT や理工系分野への関心を高める、すそ野拡大啓発の一環として実

施するものです。 

 

講師に NPO 法人 Waffle(ワッフル)をお迎えし、次代を担う女子中高生が理工系分野に興味・関心を持ち、将

来の自分をしっかりイメージして進路選択することができるよう、ウェブサイト制作を学ぶ講座のほか、女性 IT

エンジニア等によるキャリアトークを実施します。 

全国各地で開催され、人気を博す話題のプログラムです。参加のお申し込みや詳細はチラシをご参照くださ

い。 

 

 

 

日 時：令和５年 11 月 23 日(木・祝) 10 時 00 分～16 時 00 分 

会 場：ミライエ長岡 ５階 スタジオ B（長岡市大手通２－３－１０）※自宅からのオンライン参加可 

講 師：NPO 法人 Waffle 

対 象：長岡市内に在住・在学する女子中高生（性自認が女性、ノンバイナリーの方）     

定 員：20 名（※定員を超える申込があった場合は抽選で決定） 

参加費：無料 

内 容：ＨＴＭＬ／ＣＳＳを使ったオリジナルのウェブサイト制作 

     現役のＩＴ分野で働く女性（エンジニア等）によるキャリア講演 

共 催：長岡技術科学大学 長岡市 長岡工業高等専門学校 
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報道資料 

令和５年 11 月 14 日 

報道機関各位 

 

長岡技術科学大学 男女共同参画推進室 

副室長 髙口 僚太朗 

 

「オレンジ・デー」（女児・女性への暴力廃絶活動）啓発のための取組を実施します 

（令和５年 11 月 25 日～12 月 10 日） 

 

国連では、11 月 25 日の「女性に対する暴力撤廃の国際デー」から 12 月 10 日の「人権デー」までを「女児・

女性への暴力廃絶活動」の 16 日間（「オレンジ・デー」）と定め、暴力のない明るい未来を示すオレンジ色を象

徴として、様々な取組が行われています。 

 

本学においても、県内初の試みとして、全学を挙げて本取組の趣旨に賛同し、教職員、学生がオレンジ色の

ものを身に付けることにより、女児・女性に対する暴力という人権侵害をなくすよう学内外への意識啓発を促し

ます。 

 

期 間：令和５年 11 月 25 日（土）～12 月 10 日（日） 

対 象：「オレンジ・デー」に賛同いただける教職員及び学生 

方 法：オレンジ色のものを身に付ける 

例）胸ポケットにオレンジ色のペンを差す 

オレンジ色のネクタイやスカーフを身に付ける 
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報道資料 

令和５年 11 月 14 日 

報道機関各位 

 

長岡技術科学大学 技学研究院    

電気電子情報系 教授 宮崎 敏昌 

 

新たな制御技術を用いた電動運搬機の開発 

 

本学と東京電力ホールディングス株式会社で共同研究を進め、新たな制御技術を用いた電動運搬機が開

発され、製作された試作機が 9 月 17・18 日に開催された「ぼうさいこくたい 2023」にて展示・公開されました。 

この電動運搬機は通常使用に加え、災害時における対応力強化や防災レジリエンス向上に寄与することが

期待されます。 

 

１．研究のポイント 

 新たな制御技術（パワーアシスト制御、スリップ抑制制御、自動舵制御）を開発しました。 

 上記の制御機能により、電動式で誰でも簡単で安全に操作できます。 

 多くの方が災害復旧作業に参加できることで、災害対応力強化や防災レジリエンス向上が期待されます。 

 

２．研究の背景 

令和２年度より、本学は東京電力ホールディングス株式会社と防

災、減災、SDGｓに関する共同研究を実施しています。この研究のプ

ロジェクトの一環で「移動式災害対応技術の開発：運搬車両制御技

術研究」（代表：宮崎敏昌教授）を進めてきました。 

災害時には通行止め箇所の迂回等、通常とは異なるルートを通行

する必要があり、被災地域の泥濘地等の不整定地においても重量物

の復旧資機材を運搬する必要があり、多大な労力・時間・費用を費や

しています。泥濘地などの不整定地における重量物の運搬技術につ

いて検討し、通常時は農業用等で使用し、災害対応時には誰でも簡

単に安全に使用できる電動運搬車の開発を目指してきました。 

 

３．研究の概要および成果 

本研究では、不整地を自在に走行できる手押し電動運搬車両の制御技術を開発しました。大型の手押し運

搬車両を小形の台車を操作するように、手軽で思い通りに駆動することを目指しています。 

本研究のポイントは、人間が車両を押す力を取得した際に、その意図を推定して車両を前進・旋回させるた

めの機構を駆動する制御技術になります。人間が車両を押すとき、直感的に進みたい方向へ力を込めること

から、その力を分解して左右のタイヤの回転力をアシストすると同時に、車両の旋回を補助する旋回用補助輪

図-1 開発された制御技術を 

搭載した電動運搬機 
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の角度を適切に調整しています。回転力のアシストの機能を応用することで、タイヤのスリップ時の影響をでき

るだけ抑えるような操作を行っています。 

本研究では、上記の制御技術の確立と 80kg 程度を運搬できる電動運搬車を実現しました。この装置は、悪

路や段差や角度 15 度程度の坂道を、初心者や非力な者でも楽々走行できることを実証しました。 

 
図-2 開発した運搬機制御技術の概要 

 

４．「ぼうさいこくたい 2023」への出展 

9 月 17・18 日に横浜国立大学で開催された「ぼうさいこくたい

2023」にて、地域防災実践研究センターから上記の試作機を屋外展

示場に出展しました。本イベントは、「自助・共助」「多様な主体の連

携」及び「地域における防災力の向上」を促進するため、国民の防

災意識の向上、災害に関する知識や経験等の共有防災に取り組む

方々の連携構築を図ることを目的として毎年開催されているもので

す。 

多くの来場者の方々に学生からの操作説明を受けて実際に運搬

機を体験していただき、簡単に重量物が運搬できることに驚きの声

が上がっていました。また、技術に興味を示していただける企業や

団体等もございました。 

 

５．今後の方策と展開 

今後は、本技術をより向上させるとともに、上記で興味を示していただけた方々等を中心に、技術の提携や

運搬機の実用化を目指していきます。 

 

＜お問合せ＞ 

国立大学法人 長岡技術科学大学 技学研究院 電気電子情報系 

教授 宮崎 敏昌（みやざき としまさ） 

TEL：0258-47-9462 E-mail：miyazaki@vos.nagaokaut.ac.jp 

 

図-3 電動運搬機と関係者 
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